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Ⅰ 第 2次中期計画策定にあたって 

  

 2024 年（令和 6 年）3 月をもちまして中期計画（2019 年度～2023 年度）が

終了いたしましたが、この期間は新型コロナウイルス感染症の拡大、ウクライ

ナ情勢、甚大な被害が出た能登半島地震など多くの苦難があり、現在も日本の

経済の先行きは不透明な状況にあります。 

 なかでも新型コロナウイルス感染症拡大では、シルバー人材センター事業に

も大きな影響を与えました。2020 年度（令和 2 年度）には外出の自粛を伴う「緊

急事態宣言」が数度にわたり発出され、社会経済活動の停滞により、当センタ

ーの契約金額や会員数も減少する事態となりました。 

 このような中、当センターは、高齢者が地域社会の担い手として活躍できる

場を提供するという社会的要請の一翼を担いつつ、会員が生きがいを持って活

動するための知識と経験を活かせる仕事を開拓し、これまで以上に働く意欲の

ある高齢者の受け皿になれるよう、そのニーズに応えた事業展開を図っていく

必要があります。そのため当センターでは、新たに第 2 次中期計画（2024 年度

～2028 年度）を策定いたしました。これは、社会情勢の変化やセンターで中枢

を担う会員の意見等を踏まえ、これからの 5 年間の「みちしるべ」となる中期

計画の基本目標と、これに基づく取り組むべき施策を定めたものです。 

 今後は、この計画を 5 年間の指針として「～デジタル技術を理解、活用した

能力を～」を実現するために魅力ある立山町シルバー人材センターとなれるよ

う、事業運営に取り組んで参ります。 

 基本目標の達成を目指し、会員、役員、職員が一丸となって地域社会に貢献

できるよう着実に事業を推進し、「自主・自立」「共働・共助」の基本理念のも

と、健康で生きがいのある生活と地域社会の活性化に努めてまいります。 

   ２０２４年（令和６年）３月  

                    公益社団法人 

                    立山町シルバー人材センター 

                     理事長  西 田 良 治 
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Ⅱ 基本構想 

 

１．中期計画策定の目的 

  第 1次計画期間中は、新型コロナウイルスの感染症拡大という未曽有の事

態などにより、シルバー人材センターの事業は、大きな影響を受けました。 

  こうした状況の中、立山町シルバー人材センターでは、センター事業の基

本的性格である公益性・公共性を主体とし、働く意欲と高い能力を持った会

員の就業を進めるとともに、地域社会に貢献できる組織をめざしてきました

が、会員数、就業率、契約金額はいずれも目標を大きく下回っています。 

  さらに、令和５年１０月には適格請求書等保存方式（いわゆるインボイス

制度）の導入、令和６年秋にはフリーランス新法が施行され、シルバー人材

センターを取り巻く環境は一段と厳しさを増し、その対応が課題となってい

ます。 

  今後多くの課題に対応するため、第 2 次中期計画（2024 年度から 2028 年

度）を策定し、健全で適正なセンター運営を行なっていくことを目的としま

す。 

 

２．中期計画の基本目標 

１ 会員数の増加 

２ 就業率の向上 

３ 受託事業の拡大 

４ 安全・適正就業の徹底 

５ 財政基盤の健全化 

６ 組織の充実強化 

３．中期計画の期間 

   期間  2024 年度（令和 6 年度）から 2028 年度（令和 10 年度） 

       ただし、社会経済情勢等の変化にともない、計画期間中であっ

ても適宜見直しを行います。 
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Ⅲ．中期計画基本目標 

 

  基本構想で設定した目標を推進するために、以下の事項を重点目標として

基本計画を策定します。 

 

１ 会員数の増加 

   前中期計画の目標値に対する実数について検証し、シルバー事業の基本

である会員の増加と就業拡大を図り、さらなる発展をめざします。 

   

   会員の入会促進 

① 新たな取り組み 

・正会員       年額５００円（初年度無料） 

・夫婦会員      どちらか一方年額２５０円 

 

    ※上記の新規会員制度は令和４年４月１日から施行 

 

  

② 既存事業の充実 

・シルバー普及啓発推進月間における普及啓発活動 

・会員親睦での仲間づくり 

 

③ 野菜販売による仲間づくり 

・令和６年度から新たに開始予定 

 

④ 女性会員の拡大 

・女性会員に興味・関心のある講習会や教室等イベントの新規開催 

 

⑤ 就業内容の PR 
・一人一会員の入会勧誘による入会促進 
・人目を惹く会員募集ポスターの新規作成と貼付場所の検討 
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２ 就業率の向上 

① 就業先の新規開拓  

・町内事業所等をこまめに訪問し、新規就業の開拓に努めます 

② 未就業分野の開拓と請負・委任、労働者派遣事業の新規受け入れ 

・請負・委任事業の就業形態を確認し、派遣事業に該当するものは順

次切り替えが出来るよう進めます 

③ 会員の知識や技能を生かした職種の開拓 

・多種多様な知識や技能を持った会員がたくさんいます。それらを活

かせる職種の開拓に努めます 

④ 女性の入会拡大に伴う就業場所の提供 

・女性会員の職種が少ないので、女性に合った新たな就業の開拓に努

めます 

 

３ 受託事業の拡大 

① 接遇・マナー研修会 

就業会員のモラルやマナーに関する接遇等の研修会の開催 

② 講習会の開催（剪定・雪吊・清掃） 

会員を対象にした就業・受注体制の充実と強化を図る各種講習会の開催 

③ 空き家管理事業の展開（ドローン講習） 

立山町の事業とも連携し、ドローンを使った新たなサービスを付加する

など、事業の充実を図ります。 

④ 障子張り事業の展開 

今後も、障子張り事業の PR をし、事業充実に努めます 

⑤ 派遣事業への就業機会拡大と新規開拓 

未就業分野の開拓と適正就業の推進及び新規開拓 
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４ 安全・適正就業の徹底 

① 広報活動 

センターで行う各種会議等での安全・適正就業啓蒙活動 

② 就業現場での留意事項 

作業前安全チェックシートの活用の徹底 

安全就業に対する会員の自覚意識の向上 

③ 就業現場における安全確認 

安全・適正就業委員会による安全・適正就業パトロールの実施 

安全パトロールによる就業現場への不定期に行う巡回指導 

  

○年度別事故件数 

分類／ R1 R2 R3 R4 R5 

年度 （2019） （2020） （2021） （2022） （2023） 

傷害事故 3 4 4 3 3 

物損事故 5 1 2 0 4 

合 計 8 5 6 3 7 

 

５ 財政基盤の強化 

① 健全な財政運営の設定 

業務単価の最低賃金の見直しに対する適正な業務単価の設定 

② 経費の節減 

事務局経費の節減及び事務効率化の推進 

③ インボイス制度の導入による新たな経費負担に対する財源確保 

全国シルバー人材センター事業協会が示す対応方針に注視し、

今後も、県シルバー人材センター連合会や県内のセンターと連

携を取りながら財源の捻出計画を策定 

④ 補助金の確保 

センターの果たす役割と地域貢献について、行政に理解を求め、

引き続き財政支援を要請する 
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６ 組織の充実強化 

① 理事会、委員会の機能の活性化 

各委員会の機能の活性化を図り、理事会と連携してセンターに

おける効果的な事業運営の推進 

② 各委員会の推進する主な業務等 

・総務委員会において取り扱う分野は、会員の拡充、福利厚生、

センターの財政、広報等に関する事項 

・就業開拓委員会においては、就業機会の開拓、知識、開発研

究等に関する事項 

・安全・適正就業委員会では、会員が健康で安全に働くことが

できるための実施計画、就業上の事故分析、事故防止対策及び

会員の健康と安全に関する事項 

③ 事務局の活性化 

・職員の接遇向上と、職務の合理化、効率化による円滑な事業の執行、

業務情報の共有 

・県・他センターとの交流・連携・情報共有 

 

７ 立山町シルバー人材センター設立４０周年(令和７年)記念事業の 

検討 

・一般の方々にも広く広報し多くの方にシルバー事業の普及啓発に努

める 
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Ⅳ．資 料 

 

◇立山町の人口推計 

年齢層／

年 
2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 

0～14歳 
3,719 3,361 2,941 2,626 2,355 2,180 2,066 

13.5% 12.6% 11.5% 10.7% 10.1% 9.9% 10.0% 

15～64歳 
16,574 15,281 14,383 13,664 13,005 12,092 10,820 

60.3% 57.5% 56.2% 55.9% 55.9% 55.0% 52.3% 

65歳以上 
7,164 7,955 8,280 8,174 7,894 7,713 7,801 

26.1% 29.9% 32.3% 33.4% 33.9% 35.1% 37.7% 

合 計 27,466 26,597 25,604 24,464 23,254 21,985 20,687 

※国立社会保障人口問題研究所準拠の人口推計（2015年立山町人口ビジョンから） 

（2010年合計は年齢不詳 9名を含む） 

◇数値目標     

    2024 2025 2026 2027 2028 

    目標 目標 目標 目標 目標 

会員数（人） 168 170 172 174 176 

   男 110 111 112 113 114 

   女 58 59 60 61 62 

受託件数（件） 1,933 2,100   2,300 2,500 2,700 

  内派遣事業 13 21    22 25 27 

就業延日数（人日） 19,888 20,000  21,000 22,000 24,000 

  内派遣事業 3,606 4,000  4,200 4,400  4,600 

契約金額（千円） 95,551 100,000  105,000 110,000 115,000  

  内派遣事業 17,882 18,000  22,000 23,000 24,000 

就業率（％） 82.7 84.0  85.0 86.0  87.0 

 

会員の目標数については、全国シルバー人材センター事業協会の「第２次会員 100

万人達成計画」に基づき取り組みを進めるところですが、計画数と実態との乖離

が大きくなり、適切な進捗管理を行うことが困難な状況であることから、コロナ

前の水準に回復させる。 
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◇会員数と業績の推移   

年 度 男 女 
会員数 

 （人） 

受託 

件数 

就業 

延べ人数 
配分金(円)   契約金額(円) 

H27 108 61 169 1,505 16,790 70,112,812 81,550,108 
     派遣分 15 2,375 8,548,571 11,031,198 

H28 113 67 180 1,984 18,612 76,403,169 88,570,601 
     派遣分 20 2,887 8,956,907 13,006,483 

H29 113 58 171 2,048 16,806 70,580,191 82,453,627 
     派遣分 19 4,152 15,260,351 19,395,211 

H30 110 58  168  1,920  16,282 67,331,434 77,668,540 
     派遣分  13  3,606 8,713,876  17,882,360 

R元 
106 54 160 1,853 16,095 67,163,328 78,723,502 

    派遣分 16 3,659 14,964,849 18,823,886 

R２ 
98 54 152 1,775 14,524 61,574,999 73,560,032 

    派遣分 12 3,003 8,956,907 11,564,349 

R３ 
92 60 152 1,597 12,972 52,669,208 63,485,164 

    派遣分 11 3,418 10,872,373 13,814,859 

R４ 
92 64   156  968  12,526 49,175,555 56,052,564 

    派遣分  10  3,184 8,713,876 10,448,933 
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◇地区別会員数の推移                    （人） 
 

地区/ 

年度 
  H30 R1 R2 R3 R4 

五百石 
男 28 25 24 19 20 

女 8 9 8 12 16 

下 段 
男 8 11 11 10 10 

女 12 12 10 9 7 

高 野 
男 15 13 12 12 11 

女 9 8 9 9 9 

大 森 
男 13 11 10 9 10 

女 7 6 6 6 6 

利 田 
男 4 2 3 4 5 

女 2 2 3 3 3 

上 段 
男 13 12 10 15 14 

女 4 3 3 6 7 

東 谷 
男 2 2 2 1 1 

女 1 1 2 2 2 

釜ヶ渕 
男 11 12 10 7 6 

女 6 4 4 4 5 

立 山 
男 12 12 12 10 10 

女 6 6 5 4 5 

新 川 
男 4 6 4 5 5 

女 3 3 4 5 4 

全 体 
男 110 106 98 92 92 

女 58 54 54 60 64 

合 計   168 160 152 152 156 
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◇年度別事故件数 
 

分類 ／ R1 R2 R3 R4 R5 

年度 （2019） （2020） （2021） （2022） （2023） 

傷害事故 3 4 4 3 3 

物損事故 5 1 2 0 4 

合 計 8 5 6 3 7 

        

 

 

◇事故の内容と件数 
 
年度／

内容 
転落 転倒 

蜂・虫

等 
熱中症 

交通 

事故 
飛石 

作業具 

で破損 
その他 合計 

R1   2     4    2 8 

R2       1 1    3 5 

R3         4    2 6 

R4  3       3 

R5   3   4   7 

合 計  3 5  1 13  7 29 
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                            R6.3 月現在  

 安全・適正就業委員会 

委  員 2名 

 

 総務委員会 

 

 

組 織 図 

職 域 班 

 剪定班   1班 

 草刈り班  3班 

 公園班   1班 

 草むしり班 1班 

理 事 長 

事 務 局 

  副理事長   1名 

 就業開拓委員会 

委  員 3名 

 

委 員 会 

委  員 2名 

  専務理事    1名  

  理   事  8名 

 事務局長 1名 

（専務理事兼務） 

 
  職  員  4名 

会   員 

総   会 

理 事 会 

 
  理 事 長  1名 

監 事 2名 
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        中・長期計画検討委員会設置要綱 

 

（目 的） 

第１条 社会経済状況の変化に的確に対応した安定的な運営と事業を展開し、公益社団

法人立山町シルバー人材センター（以下「センター」という。）の発展を目指すため、

中・長期計画検討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所 掌） 

第２条 委員会は次に掲げる事項について検討を行う。 

  （１）中・長期計画策定に関すること 

  （２）中・長期計画の目標値の設定及び見直しに関すること 

  （３）その他、情報収集等計画策定に関すること 

（委 員） 

第３条 委員会の委員は 10 名以内とし、次の者をもって構成する。 

  （１）役員            若干名 

  （２）センター事務局職員     若干名 

  （３）その他理事長が必要と認めた者 

 ２ 委員は理事長が委嘱する。 

 ３ 委員会には委員長及び副委員長をおき、委員の中から互選する。 

 ４ 委員長は委員会を代表し、議事その他の会務を総括する。 

 ５ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は委員長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

（任 期） 

第４条 委員の任期は、中・長期計画の策定が完了するまでとする。 

 ２ 委員が欠けた場合は、その都度理事会の承認を得て補充する。 

（会 議） 

第５条 会議は必要に応じて委員長が召集し、委員長が議長となる。 

 ２ 委員長は、必要に応じて委員以外の者を会議に出席させ、意見を求めることがで

きる。 

（庶 務） 

第６条 委員会の庶務は、センター事務局が行う。 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別

に定める。 

 

附則 

 この要綱は、平成３０年９月１日から施行する。 



- 13 - 

 

中期計画検討委員会委員  

区 分 委  員 備 考 

委 員 長  久保 和彦 理事・総務委員長 

副委員長  村井  俊雄 監事・元町健康福祉課長 

委  員  小池  正俊 副理事長・安全適正就業委員長 

委  員  信濃 敏夫 理事・就業開拓委員長 

委  員  藤木 幸造 理事・就業開拓副委員長 

委  員  山本 武雄 理事・安全適正就業副委員長 

委  員  松田  聡 理事・総務副委員長 

委  員  森井 清子 理事・就業開拓委員 

委  員  青木 正博 監事・町健康福祉課長 

オブザーバー  西田 良治 理事長 

事 務 局  中崎  毅 専務理事・事務局長 

事 務 局  早川  理恵 事務局 
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